
 

   
 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜キセノンウェザオ 2000 時間照射試験＞ JIS K5600-7-7 に準拠 

パネル温度 65℃ 湿度 50％R/H  降雨条件 2 時間中 18 分シャワー 放射照度 60W/m2(300-400nm) 

試験結果の解説 

CNF シーラーとシッケンズの塗装密着性は事

前の試験確認で問題ないことが判明している。

 

キセノン 2000 時間は当試験条件においては

概ね 4 年程度の屋外実時間相当が見込まれて

いる。先ず、セトール HLSe のみで塗装した

試験片は 2000 時間経過後の撥水度は 50％

に減少していた。一方、セトール HLSe の前

に CNF シーラーを塗布した場合は計 4 回塗り

となるが、2000 時間経過後でも撥水度が

90％を保っており、塗装寿命を伸ばす効果が

検証された。 

 

セトール HLSe を 1 回、セトール Filter7 プ

ラスを 2 回塗りして仕上げた試験片は、セト

ール HLSe のみ塗装の試験片よりも耐久性が

高い仕様であることから、2000 時間経過時

でも撥水度は 90％と高い数値を出していた。

一方で CNF シーラーを 1 回塗装してセトール

Filter7 プラスを 2 回塗りした試験片は、上記

と同じ 3 回塗りであるが、より撥水度の保持

率が高く、2000 時間経過しても 100％を保

っていた。CNF シーラーを下塗りに用いるこ

とで、木材表面を安定させ木材保護塗料の寿命

を伸ばし木材の長期耐久に寄与できると判明。

 

色差に関しても、CNF シーラーが木材の酸化

や変色を抑える効果があり、経年により塗装表

面の色の変化もある程度軽減できていた。 

但し、CNF シーラーはクリアーの塗料である

ため、上塗りする塗料の発色が若干抑えられ

る。塗料メーカーが公表する見本色よりも少し

薄めの仕上がりになるので注意が必要。 

 

光沢保持率に関してはあまり CNF シーラーの

影響はあまりなかったと考えられる。セトール

HLSe3 回塗りの試験片に比べて、CNF シー

ラー＋セトール HLSe の試験片はグロス値が

やや高いが、もともと塗布回数が 1 回多い

（計 4 回塗り）ことの影響が強い。セトール

Filter7 プラスでは CNF シーラーの有/無の比

較において光沢保持率は同等であった。 


